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Linux KVMではじめる 
カンタン仮想化入門	


日本仮想化技術株式会社	


VirtualTech.jp	


日本仮想化技術株式会社 概要	


•  社名：日本仮想化技術株式会社	

‒  英語名：VirtualTech Japan Inc.	

‒  略称：日本仮想化技術／VTJ	


•  設立：2006年12月	

•  資本金：14,250,000円	

•  本社：東京都渋谷区渋谷1-1-10	

•  取締役：宮原 徹（代表取締役社長兼CEO）	

•                伊藤 宏通（取締役CTO）	

•  スタッフ：9名（うち、6名が仮想化技術専門エンジニアです）	

•  URL：http://VirtualTech.jp/	

•  仮想化技術に関する研究および開発・構築	

‒  仮想化技術に関する各種調査	

‒  仮想化技術に関連したソフトウェア、サービスの開発	

‒  仮想化技術を導入したシステムの構築	
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導入	


仮想化専門コンサルティングサービス	


設計	

•  設計	


‒  サーバ、ストレージからネットワークまでアプリ
ケーションまで考慮した仮想化環境設計	


‒  キャパシティプランニング（ベンチマーク）	


•  導入	

‒  ハードウェアおよびソフトウェアの導入	

‒  仮想化統合（P2Vレガシーマイグレーション）	


•  運用保守	

‒  エンジニア教育	

‒  技術サポートの提供	


運用保守	
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ベンダーニュートラルなワンストップ・サービスをご提供	


今日の内容	


•  サーバー仮想化の基本について確認	

•  Fedora 14を使って、GUI操作だけでLinux 
KVM環境を構築する方法を紹介	
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サーバー仮想化の基本	


•  複数のサーバー(コンピューター)を1台の
サーバーで動かして、それぞれが1台の独
立したサーバーのようにみせる技術	


‒ まとめているサーバーを「仮想ホスト」「物理
サーバー」などと呼ぶ	


‒ まとめられたサーバーを「仮想マシン」「仮想
サーバー」「VM」などと呼ぶ	
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仮想ホスト	


仮想マシン	
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KVMについて	


•  Kernel Virtual Machineの略	

•  Linuxカーネルに組み込まれた仮想マシン実行環
境	

•  実行するにはCPUの仮想化支援技術が必要	

‒  Intel VTやAMD-Vなど	


•  ホストメモリに2GB以上必要	

•  QEMUと組み合わせてLinux上で仮想マシンが動作
する	

•  仮想マシンを管理するライブラリlibvirtと、GUIの管
理ツールvirt-managerと組み合わせてKVM環境を
構築する	
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Linux KVM環境構築作業の流れ	


•  Fedoraのインストール	

•  設定作業	

‒ SELinuxとファイアウォールとNetworkManager
を無効化	


•  仮想化環境の構築	

‒ ネットワークブリッジの作成	

‒ 仮想マシンの作成	

‒ ゲストOSのインストール	
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Fedoraのインストール	


Fedoraのインストール	


•  基本的にデフォルト設定のまま「次」ボタンを
クリックしていけば良い	


•  変更する点	

‒ 言語とキーボードは日本語	

‒ 時刻設定の「システムクロックでUTCを使用」の
チェックを外す	


‒  HDDの消去方法は「すべての領域を使用する」を
選択(HDDがすべて消去されるので注意)	


‒ パッケージ設定は「デスクトップ」を選択し、「今す
ぐカスタマイズ」を選択	
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パッケージのカスタマイズ画面	


大項目	
 中項目	


小項目(上級者向け)	
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パッケージのカスタマイズ内容	


•  KVMによる仮想化を有効にする（必須）	

‒ デフォルトでは有効でない	

‒  「ベースシステム」→「仮想化」にチェック	


•  余計なアプリケーションを入れない（任意）	

‒  「アプリケーション」→「エディタ」と「グラフィカ
ルインターネット」以外のチェックを外す	


‒ アップデート時のダウンロード量が減る	
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再起動後の初期設定	


•  インストールと同じく、指示に従って基本的
にデフォルト設定とする	


•  変更する点：「ネットワーク上で日付と時刻
を同期化します」をチェックする	


•  プロフィールの送信は任意	
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ログイン	


•  インストール時に設定したユーザーを選び、
ログイン	


‒  (参考)ここでrootでのログインはできない	
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設定作業	


セキュリティ設定	


アップデート	


インストール後の設定作業	


•  環境構築時に引っかかりがちなトラブルを
回避するために次の3つを無効化	


‒ SELinux	

‒ ファイアウォール	

‒ NetworkManager	


•  本番運用する時はそれぞれ適切に設定す
る必要があるので注意！	
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SELinux設定画面を開く	


•  デスクトップ上部メニューの「システム」-
「管理」-「SELinux Management」を開く	


‒ 他の設定もこのメニューから行う	
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SELinuxの無効化	


•  システムデフォルトの強制モードを無効に
変更してウィンドウを閉じる	


GUIを使わない場合:	

rootユーザーで/etc/selinux/configをエディターで開いて、	

SELINUX=enforcingをSELINUX=disabledに書き換える	
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ファイアウォールの無効化	


•  デスクトップ上部メニューの「システム」-
「管理」-「ファイアーウォール」を開く	


•  ツールバーを「無効」→「適用」の順に押す	

GUIを使わない場合:	

次のコマンドをrootユーザーで
実行する	

# iptables ‒F	

# service iptables save	

あるいは	

# service iptables stop	

# chkconfig iptables off	
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NetworkManagerの無効化	


•  デスクトップ上部メニューの「システム」-
「管理」-「サービス」を開く	


•  NetworkManagerを選択して、ツールバー
の停止・無効をそれぞれクリック	


•  networkを選択して、有効をクリック	


GUIを使わない場合:	

次のコマンドをrootユーザーで実行する	

# chkconfig NetworkManager off	

# service NetworkManager stop	
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ネットワークインターフェースの設定	


•  デフォルトで作成されたネットワークインターフェー
スはNetworkManager用に設定	

•  デスクトップ上部メニューの「システム」-「管理」-
「ネットワーク」を開く	

•  eth0デバイスを選択し、「編集」を押す	

•  「NetworkManagerで管理する」のチェックを外す	

•  「コンピュータの起動時にデバイスを起動」をチェッ
ク	

•  必要に応じて固定のIPアドレス設定を行う	

•  eth0デバイスを選択し、「起動」を押す	

‒ 設定の変更は保存する	
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ネットワークインターフェースの設定	


•  DHCPの場合、上2つ
のチェックボックスを
設定する	
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GUIを使わない場合:	

/etc/sysconfig/network-
scripts/ifcfg-eth0の内容を以下
のように変更する	

NM_CONTROLLED=no	

ONBOOT=yes	
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Fedoraのアップデート	


•  デスクトップ上部メニューの「システム」-
「管理」-「ソフトウェアの更新」を開く	


•  指示に従ってアップデート	

‒  1度ですべてアップデートされない場合、数回
実行してすべてをアップデートする	


•  Fedoraは頻繁にバージョンアップするので、
まめに実施すると良い	


GUIを使わない場合:rootユーザーで次のコマンドを実行する	

# yum update	
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再起動	


•  各無効化とOSアップデートが済んだら再
起動する	


‒ 各種設定や、アップデートしたパッケージを反
映させる	


•  上部メニューの「システム」- 
「シャットダウン」を選択、 
ダイアログで「再起動」を 
クリック	
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ココ	
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仮想化環境の構築	


ネットワークブリッジの作成	


仮想マシンの作成準備	


仮想マシンの作成	


「仮想マシンマネージャー」について	


•  仮想化環境を管理するためのソフトウェア	

‒ 仮想マシンの作成と削除	

‒ 仮想マシンのデータを保管するストレージプール
の管理	


‒ 仮想マシンが接続するネットワークの管理	

‒ 複数の仮想ホストの管理(ライブマイグレーション)	


•  古いバージョンでは使用できない機能がある
ため、別のディストリビューションを使用する
際は注意が必要	
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仮想マシンマネージャーの起動	


•  デスクトップ上部メ
ニューの 
「アプリケーション」- 
「システムツール」-
「仮想マシンマネー
ジャー」を起動	
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仮想マシンで利用可能なネットワーク	


•  NAT: デフォルトで利用可能	

‒ インターネットに接続できるが、サー 
バーとして外部に公開することはできない	


‒ 電話の内線にみたいなイメージ	

•  ブリッジ: デフォルトで利用できない	

‒ 仮想マシンを仮想ホストと同じLAN上に置いた
り、グローバルIPを割り当てて外部に公開する
時はこちらを選択	
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ブリッジ作成前の注意	


•  NetworkManagerが有効のまま作成しようと
すると、作成に失敗する	


‒ 現在の仮想マシンマネージャーが
NetworkManagerに対応していないと思われる	


•  NetworkManagerの無効化は大事	
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ブリッジの作成(1)	


1.  仮想マシンマネージャーの一覧にある
「localhost(QEMU)」をダブルクリックする	


2.  ホストの詳細画面で、「ネットワークイン
ターフェース」タブを選択する	


3.  画面左下の「+」をクリックする	
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ホストの詳細画面	
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クリック	


ブリッジの作成(2)	


4.  インターフェースの種
類から「Bridge」を選択
する	
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ブリッジの作成(3)	


5.  開始モードは「onboot」
を選択する	


6.  「今すぐ有効に」をチェッ
クする	


7.  ブリッジするインター
フェース(LANに接続し
ているインターフェース。
画像の例ではeth0)を選
択	


8.  ブリッジが完成	

33	


GUIを使わないブリッジ作成	


rootユーザーで次の作業を行う	

・/etc/sysconfig/network-scriptsに移動	

・ifcfg-eth0をifcfg-br0という名前でファイルコピー	

・ifcfg-eth0を書き換え	

　　BOOTPROTO=none	

　　TYPE=Ethernet	

　　BRIDGE=br0	

　　(ネットワークアドレスに関する設定の削除)	

・ifcfg-br0を書き換え	

　　DEVICE=br0	

　　TYPE=Bridge	

・networkサービスを再起動する	


参考	
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仮想マシンの作成準備	


•  作成する仮想マシンの情報を用意	

OS: Fedora 14	


仮想CPU: 1	


仮想メモリ: 1GB	


仮想HDD: 12GB	


ネットワーク: ブリッジ	


•  インストールメディアの用意	

‒  ISOイメージ(高速なのでオススメ)	

‒ DVDメディア	
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仮想マシンの作成を始める	


•  仮想マシンマネージャーのツールバーにあ
る一番左のボタンをクリックする	
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仮想マシン名の設定	


•  インストール方法もここで指定	

‒  「ローカルのインストールメディア」を指定	
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インストールメディアの指定	


•  仮想ホストのCD-ROMドライブや、ISOイ
メージを使用可能	
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ISOイメージの指定方法	


•  初めは、ストレージプールから選択する画
面が表示される	


‒  /var/lib/libvirt/images	

•  参照ダイアログの左下のボタンをクリック
すると、それ以外の場所にあるファイルが
参照可能	


参考	
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ISOイメージの参照ダイアログ	


参考	


40	


クリック	
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仮想マシンのCPUとメモリの設定	


•  作成の準備で書いたとおりに設定	
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仮想マシンのHDDの設定	


•  仮想マシンのHDDはディスクイメージとして
作成される	
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確認する(ネットワーク設定)	


•  「詳細なオプション」を
クリックして、ネット
ワークを（先程作成し
た）ブリッジに変更	


•  設定を確認して「完
了」をクリックする	


43	


VM誕生！！	
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まとめ	


•  仮想化とは、1台のマシンで複数のマシン
を擬似的に動かす技術	


•  Fedora 14ではGUI操作だけで簡単に仮想
化環境が作れる	
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形から入る仮想化のご案内	


•  仮想化を愛する方のためのTシャツを 
販売中！！	


•  http://VirtualTech.jp/kasonchu/  
　　　　　　　もしくは 
「仮想人」（かそんちゅ）で検索	


•  サンプルは展示ブースへ	
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仮想化について相談したい 

•  既存環境を仮想化移行する概要設計	

•  他社提案に対する「セカンドオピニオン」	


無料コンサルティング実施中 

お気軽にお問い合わせください 
47 

お問い合わせ先	


「仮想化環境を構築したいが、どこに相談すればいいの？」	


まずは我々にご相談ください	


http://VirtualTech.jp/	

sales@VirtualTech.jp	

050-7571-0584	
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